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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・エアロビクスは、8/12(金)・8/15(月)はお休みになります。

・青南病院外来は、8/15(月)・8/16(火)は休診になります。

・7月経過録(早期加算の方・千葉Drの患者様)、診療計画書（新規利用の方)は、8月10日までに小嶋SGMへ提出のこと。

・9月分プログラムテキストの締め切りは、8/22(月)朝まで。

・院内研修について
日時：8/23（火）、8/24(水)　17:30～の予定。後日詳細はWIZ掲示板にて掲載する。
・平成28年度　青仁会ふれあい秋祭りを以下の日程で開催する。
　日時：9/24（土）・　10：00～16：00　場所：青南病院メンタルケア病棟と南山苑前。

＜青明舎利用者様情報＞
・北村　奈美　様～8/2（火）夜間連絡があり、8/3（水）がお婆様の命日があり、墓参りに行きたいため、バスの乗り方について交通部に連絡するが、対応が悪く、イライラしたとのこと。8/5（金）のデイケアもそのせいで休むかもと話している。デイケアに関しては、本人の意志で決めるように伝えると、今イライラした原因を話したことで、「すっきりした」と話している。

・高柳　和子　様～8/3（水）訪問時、扇風機をつけて過ごしている。前回、話していた火災保険について、叔母の弟が断るよう話していたが、契約してしまったことを後悔していると話している。契約説明書を貰ったが、具体的なことはわからないとのことで、青明舎のスタッフと一緒に確認をしている。毎年11月に5600円の支払いがあるが、なんとか遣り繰りしていけそうと話している。

・中居　美津子様～訪問時、部屋は32℃で冷風機を使って過ごしている。夜間は良眠であるとのこと。体調について、両膝の痛みがあり、腰にはコルセット、膝には、サポータを付けている。福井整形外科で処方された薬を服用すると、胃痛があるため、時々服用しているとのこと。青南病院で処方されている薬は毎日服用しているとのこと。最近、久慈様が体調が悪く、セルリアンで代わりに働いている。経済面では、毎月8万円と、就労7～8千円で毎日遣り繰りしているとのこと。他、低所得者へ3万円の通知が来ていると話しているため、今後確認をしていく。

　　　　　　　　　八木橋牧雄様について、ストーカーと表現することや、「神社の坂から人が走ってきて、暗くてよく分からなかったけれどジャンパーの感じから八木橋さんだと思う」等と話している。人違いの可能性があることを伝えると「ストーカーだから」と言い切り、考えの修正が難しい様子が窺える。ナイトケアでは、八木橋様を気にし、早めに帰ろうとすることがあり、ストーカーの話を先生にもしたら、早く帰っても良いっていつも話していますよ」と返答している。

＜グループホーム利用者様情報＞
・中村　茂　　様～グループホーム世話人より、頭の湿疹が改善せず、洗髪できていないことが考えられる為、入浴の様子を可能であれば確認したいとのこと。入浴方法を確認し、必要であれば、今後洗髪の支援と洗身面でのアドバイスをしていきたいとのこと。

・番沢　政勝　様～右足の痛みはあるが、歩行時は問題ないとのこと。専門医への受診は渋っており、理由として金銭面を挙げており、当院から処方された湿布で対応している。デイケアで過ごす際も、右足に負担がかからないよう無理をしないように助言しているとのこと。

・田中　一　　様～心配なことはないか尋ねると、根地戸恵様の名前を出し、関心があるようであるが、落ち着きない様子は見られていない。
・淡路　智恵子様～訪問時、「グループホームを出て行きたい」と興奮して話していているが、翌日には落ち着いており、穏やかに過ごしている様子が見られている。グループホーム世話人へ、声高に「中の神様が周りのみんながあんたのせいで、疲れている。グループホームを出たほうがいいと言っている」と言い、幻聴があると思われる。また、「お金が盗まれた」と話していることがあり、その件を隣にいた繁名和恵様に確認している。

・下妻　康貴　様～8/4(木)急に自宅へ外泊することになり、グループホーム同居人に、夜連絡し、世話人には、翌朝伝言で伝えている。翌朝、世話人より、下妻様へ連絡するが、一時所在が不明となる。連絡が取れ、今後外泊が決まった際は、スタッフへ伝えるよう促すが、怒られたという捉え方をしていると思われる反応がある。
＜利用者様情報＞
デイケア

・小泉　晋哉様　～普段来所する時間に来所しておらず、電話で「ちょっと具合が悪くなったので休んでから行きます」と連絡がある。その後、デイケアに来所しており、体調不良の訴えはなく過ごしている。体調不良による欠席が多くなっている為、原因を一緒に探っていくことができるように声を掛けていく。
デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～来所時の体温測定にて、37.1℃の発熱があり、体調を質問している。不調の訴えは聞かれず、体温再検の結果、36.6℃まで解熱している。その後は不調の訴えは聞かれていない。

･倉石　ヨシエ様～青風荘より、本日で排便なく、3日間経過していると情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、排便状況について聞くと、「出ていない」と話している。今後も排便の有無を確認し、体調確認していく。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、「2日間一睡もしていない」と話していたとのこと。デイナイトケアでは、プログラム中の居眠りや眠気を訴えることはなく過ごしている。今後も様子観察していく。

＜外来情報＞
・田中　一　　様～睡眠不足が継続している。夜間読書をしてしまうとのこと。体調については中の下と話している。

　　　　　　　　　「青陽館で好きな人ができた。」と話している。根地戸様とのこと。「親切にしてもらった。」と話しているが、主治医よりただの親切であることを伝えられている。

・高阪　博英　様～「体調は良く、食欲はありすぎ」と話している。酒は我満できているとのこと。

カンファレンスシート（下妻　康貴　様）

実施日：H28年8月8日（月）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の評価

	氏名
	下妻　康貴　様
	性別
	男
	年齢
	43
	生年月日
	S48年4月20日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける　対人関係を学ぶ

病識をつける

	本人希望
	病状を崩さずに、現在の仕事と生活を維持していきたい。

	入院歴
	計2回

	通所歴
	1回目（当院ナイトケア）

· 今回：Ｈ16年12月1日～現在（月、木、金）

	その他サービス利用
	パート就労：パセリー菜（月、木、金、土）

	住居：グループホーム「あおば」
	家族構成

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金1級
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・月1回面談を行っており、仕事や生活の状況を確認している。半年程前から、体力的な問題で仕事を変えたいと話しているが、今すぐにどうにかしたいという話しは聞かれていない。本格的に考えていきたい時には、改めて相談するよう伝えている。仕事での暑さ対策や、身体不調への対処について不安を話すことがあり、都度スタッフと相談しながら対処法を行っている。仕事や生活に関する不安や困った事は、些細なことでも自分からスタッフに相談して対処方法を検討している。実行状況については一部を除き実施出来ている。

・グループホーム世話人より情報提供があり。8/4急遽外泊をすると話し、世話人へ連絡せず、グループホームの他利用者へ伝言したことがある。世話人が居ないかと思って連絡しなかったと話しているが、世話人へも連絡して欲しいことを振り返っているとのこと。

・達成度60%
	不安や困ったことは自分から相談しているが、些細な問題でも相談し、自分なりの対処法を実践することは少ない。外泊時の連絡など対処法が適切ではないこともある為、今後も目標を継続し、不安や不満等の問題に対し、適切な対処法を検討しながら実践できるように関わっていく。

	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	・ナイトケアの特定女性メンバー以外とは、表情良く交流しており、職場内での人間関係は問題なく、良い関係が作れていると話す。

・特定女性利用者から頻繁に声を掛けられており、素っ気無く口調荒めに対応しているがトラブルは無い。「よくわからない話をしてくるから疲れる」と不満を話しており、スタッフから介入し対応できることを伝えると、「何かあった時は相談する」とのみ話している。自分から何か対処している様子はない。

・相手から食料品等を渡されることがあるが、スタッフが見ていないところで受け取っている様子。本人からやり取りに関する話しは聞かれていない。

・達成度60%
	対人交流面において、特定女性利用者への対処をしておらず、不満を訴えることがある。今後も目標と計画を継続し、対人交流面での不満を解消することができるよう対応方法を一緒に検討しながら関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


